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2020年6月4日 

株式会社日立ソリューションズ 

 

スターライト工業 広島工場の基幹業務システムを「Microsoft Dynamics 365」で刷新 
サプライチェーンに関する情報を一元化し、在庫の精度向上と製造コストの最適化を実現 

 

株式会社日立ソリューションズ（本社：東京都品川区、取締役社長：星野 達朗／以下、日立ソリュ

ーションズ）は、高機能プラスチック製品の設計・開発・製造を手がけるスターライト工業株式会社（本

社：大阪府大阪市、代表取締役社長：西郷 隆晄／以下、スターライト工業）において、自動車部品

の設計・開発・製造を担う広島工場に、マイクロソフト社のクラウド型ERP「Microsoft Dynamics 365

（以下、Dynamics 365）、および日立ソリューションズの「グローバル製造業向け原価管理テンプレ

ート for Microsoft Dynamics 365（以下、原価管理テンプレート）」を導入し、2019年 10月に稼働

しました。 

スターライト工業では、本システムの導入によってサプライチェーンに関する情報を一元化でき、シ

ステム上の理論在庫や製品別原価計算の精度を向上させて、経営判断に活用することが可能となりま

した。 

 

■ 背景 

スターライト工業 広島工場は、モビリティソリューションズカンパニーの事業セグメントに属し、自動車部

品を製造する主要な生産拠点です。1974 年からメインフレームを活用して基幹業務システムを運用してき

ましたが、メインフレームの保守期限が迫る中、新しいシステムへの切替えが必要でした。 

従来、在庫管理においては、基幹業務システムと、Excel で分散して管理していたデータを、担当者が棚

卸業務の都度あわせて在庫数を算出しており、作業効率向上や理論在庫の精度向上が課題でした。また、

原価管理においても、さらなる収益改善につなげるため、製品ごとの原価構造の把握が課題でした。 

このような背景の下、 スターライト工業はグローバルで豊富な導入実績があり、システム運用管理コス

トを削減できるクラウド型 ERP「Dynamics 365」を導入しました。また、日立ソリューションズの

「Microsoft Dynamics 365 統合 ERP構築サービス」のテンプレートの一つである、原価計算の精

度向上を支援する「原価管理テンプレート」を併せて導入しました。 

 

■システムの導入効果 

１．在庫管理と理論在庫の精度向上に貢献 

  仕入先への発注履歴と、協力会社に支給する部品の入出庫を同一のシステムで管理することで、在庫

の保管場所や在庫数の一元管理を実現し、サプライチェーン全体の理論在庫の精度向上に貢献しました。 

 

 



 
2 

本社    〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川四丁目１２番７号 

Tel:０３-５７８０-２１１１ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:https://www.hitachi-solutions.co.jp/ 

 

２．製造コストの最適化に貢献 

  製品単位の原価構造が可視化されたため、実際原価と標準原価の差異の把握や、製品ごとの受注時原

価の見通しと実際原価の比較が容易になり、収益性の分析や改善につながる、より適切な原価管理の仕組

みを実現しました。 

 

３．システム運用負荷を低減 

 サプライチェーンに関する情報の一元管理の実現と、クラウドサービスの利用により、システムの運用負荷

を低減しました。 

 

■お客様からのコメント 

  スターライト工業 ビジネスサポート本部およびモビリティソリューションズカンパニーより、以下のコメント

をいただいています。 

  「新しい基幹システムの稼働により、スターライト工業が抱えていた原価と在庫に関する課題解決につな

がりました。在庫については、棚卸業務での理論在庫の精度が高まり、あるべき姿に近づいたと評価してい

ます。さらに、『原価管理テンプレート』を導入したことで、実際原価と標準原価の差異が把握でき、原価管

理が格段に改善しました。製品別に原価を確認することが可能になり、受注時原価の見通しと実際原価の比

較が容易になりました。また、正確な理論在庫量に基づいた所要量計算によって、発注量と在庫の最適化

につながることを期待しています。 

プロジェクトを通して日立ソリューションズには、当社の業務を理解した上で、在庫状況の把握や原価計

算への要望をシステムに反映していただき、満足できるシステムが完成しました。 

 今後、「Dynamics 365」を核として、各種データのBIツールでの分析による経営分析への活用、 PLM*と

の連携、原価企画の実現など、さらなる経営基盤の強化に取り組んでいきますので、サポートや提案を期待

しています」 

* Product Life cycle Management：製品ライフサイクル管理 

 

■ 日立ソリューションズグループのMicrosoft Dynamics 事業について 

日立ソリューションズグループは、グローバル対応力、多数の導入実績、業種知識を活かしたソリ

ューション群、マイクロソフト社とのパートナーシップ、の４つの強みを持っています。これらの強みを

生かし、グループ各社とともに、全世界で一貫したグローバルソリューションを提供しています。 

日立ソリューションズは、今後も、企業の基幹業務システムの課題に対し、「Microsoft Dynamics 

365 統合 ERP構築サービス」の提供を通じて、経営基盤強化に貢献していきます。 

URL：https://www.hitachi-solutions.co.jp/dynamics/sp/ 

 

■ 導入事例紹介のサイト 

URL：https://www.hitachi-solutions.co.jp/dynamicsax/case03/ 

 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/dynamics/sp/
https://www.hitachi-solutions.co.jp/dynamicsax/case03/
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■ 商品・サービスに関するお問い合わせ先 

URL：https://www.hitachi-solutions.co.jp/inquiry/ 

 

■ 報道機関からのお問い合わせ先 

担当部署： 経営企画本部 広報・宣伝部 

担当者  ： 多田、安藤 

Tel：03-5479-5013  Fax：03-5780-6455  E-mail：koho@hitachi-solutions.com 

 

※ Microsoft Dynamics、Dynamics 365、Excelは、マイクロソフト コーポレーションの米国およびその他の国における登録商標

または商標です。 

※ 本文中の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
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このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、URL  

等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あら  

かじめご了承ください。  
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